
 

 

 

 

 

 

 

空気中のウイルス対策！定期的な換気を！ 

 

手洗い・アルコール消毒について！ 

 

 

正しい「咳エチケット」！ 

 

 

すでに知っていることもあるかもしれませんが、感染拡大を防ぐための方法を改めてご紹介します！ 

 

「咳エチケット」とは？ 

咳・くしゃみをする際に、マスク・ティッシュ・ハンカチ・衣服の袖等を使って口や鼻を抑える事です！咳エチ

ケットを心掛ける事は、周囲にウイルスをまき散らさない効果があるだけでなく、周りの人を不快にさせないた

めのマナーにもなります！ 

マスクを着用する   

上着の内側や袖で覆う  ⇦とっさの時 

ティッシュ・ハンカチ等で口や鼻を覆う ⇦マスクがない時 

 

咳やくしゃみを手でおさえる         何もせずに咳やくしゃみをする 

手でおさえるとその手で触ったドアノブ等、周囲のものにウイルスが付着します。 

咳やくしゃみをするとしぶきが 2ｍほど飛びます。しぶきは病原体を含む可能性があります。 

 

 気温が高い時のマスク着用について 

熱中症を防ぐために、屋外で人と２ｍ以上の十分な距離を保てる時はマスクをはずしましょう！ 

マスク着用時は口の中が常に湿っており、のどの渇きに気付きにくい為、のどが渇いた感覚がなくても 

水分補給をしましょう！また激しい運動も避けましょう！ 

 

 

ウイルス等を室外に排出するには、エアコン使用時もこまめに換気を行い、部屋の空気を入れ換えることが必要

です。室内温度が大きく上がらないよう注意しながら、定期的な換気を行いましょう。窓を使った換気を行う場

合、風の流れができるよう２方向の窓を、１時間に２回以上、数分間程度、全開にしましょう。 

  

 

ウイルスを含む飛沫やウイルスがついた手指が口、鼻や眼の粘膜に触れることで感染します。人は無意識に顔に

触れてしまうことも多いので、こまめな手洗い・消毒で手指を清潔にしておきましょう。 

1 手洗い   

手指についたウイルスは、洗い流すことが最も重要！流水による 15 秒の手洗いだけで、付着してい

るウイルスの数は 100 分の１に、石けん・ハンドソープで 10 秒もみ洗いし、流水で 15 秒すすぐ

と 1 万分の１に減らせます。手洗いの後は、さらに消毒液を使用する必要はありません。 

 1 アルコール消毒（濃度 70%以上 95%以下のエタノール）  

手洗いがすぐにできない状況では、アルコール消毒液も有効です。アルコールは、ウイルスの「膜」を

壊すことで無毒化するものです。引火性がある為、空間噴霧は絶対にやってはいけません！！ 

 

感染症対策を改めてご紹介しました！その他詳しい情報は厚生労働省ホームページにも掲載されています。

ご自身の知識の確認にぜひお役立て下さい！ 

正しい感染症対策で身を守りましょう！ 

参照：厚生労働省ＨＰ（https://www.mhlw.go.jp/index.html） 
株式会社 寺田薬局 
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